4章　アルゴリズムとプログラム　EXERCISEワークシート
	1節　アルゴリズムと基本構造
1項　アルゴリズム（教科書p.97）

１　次の料理の手順を箇条書きで描いてみよう。　例：ギョーザ，クッキー
	ギョーザ
	クッキー

	












	




２　お掃除ロボットのアルゴリズムに必要な処理には，どのようなものがあるか考えてみよう。
	お掃除ロボットのアルゴリズム（箇条書き）
	 ヒント 
「○○したら○○する」に当てはまるものを考えよう。

 キーワード 
壁・ゴミ・バッテリーなど

	














	



2項　アルゴリズムの基本構造（教科書p.99）

１　音量が大きくなる前に，ボタンを２回連続で押さないとアラームが止まらないプログラムをフローチャートで表してみよう。
	フローチャート
	 ヒント 
ボタンを1回押さないとアラームが止まらないアルゴリズム(教科書p.99)の繰り返し構造の部分を変更して表そう。











	
	


２　2人でジャンケンするときに自分がグーを出したとする。このとき「相手の手がチョキ」の場合は自分が勝ち，「相手の手がパー」の場合は負け，「相手の手がグー」の場合はあいこと判断をするアルゴリズムをフローチャートで表してみよう。
	フローチャート
	 やってみよう 
作成したら，指で処理の流れをたどってみよう。

相手の手がチョキの場合，パーの場合，グーの場合の3パターンで，意図した通りの流れになっているだろうか？
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